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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 平成 23 年 11 月 4 日

各　位

上場会社名 　　　　中央可鍛工業株式会社

代表者名 　　　　代表取締役社長　武山　尚生

                                                    （コード番号　　　　　5607　名証第 2 部）

問合せ先責任者       取締役財務部長　三浦　潔

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（TEL　　　　　　　　052－805－8600）

業績予想と実績値の差異および通期業績予想の修正ならびに

繰延税金資産の計上に関するお知らせ

平成 23 年８月 24 日に公表いたしました平成 24 年３月期第２四半期累計期間業績予想と実績値に差異が生じ

ましたので、下記のとおりお知らせいたします。また平成 23 年６月 17 日に公表いたしました通期業績予想

の修正および繰延税金資産の計上につきましても、併せてお知らせいたします。

記

１．平成 24年 3月期第 2四半期（累計）連結業績予想と実績値の差異（平成 23年 4月 1日～平成 23年 9月 30日）

売 上 高 営業利 益 経常利 益 四半期純利益
１ 株 当 た り

四 半 期 純 利 益

前回発表予想（Ａ）

百万円

9,300
百万円

△180
百万円

0
百万円

280
円　銭

19.03

実績値（Ｂ） 9,170 △120 110 430 29.23

増 減 額（Ｂ－Ａ） △130 60 110 150 ─

増 減 率（％） △1.4 ─ ─ 53.6 ─

（ご参考）前期第2四半期実績

（平成23年3月期第2四半期）
9,762 356 460 562 37.07

２．平成 24年 3月期通期連結業績予想数値の修正（平成 23年 4月 1日～平成 24年 3月 31日）

売 上 高 営業利 益 経常利 益 当期純利益
１ 株 当 た り

当 期 純 利 益

前回発表予想（Ａ）

百万円

19,700
百万円

 180
百万円

600
百万円

600
円　銭

40.00

今回修正予想（Ｂ） 21,100 500 900 950 64.58

増 減 額（Ｂ－Ａ） 1,400 320 300 350 ─

増 減 率（％） 7.1 177.8 50.0 58.3 ─

（ご参考）前期実績

（平成23年3月期）
19,421 627 910 737 49.14
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３．平成 24年 3月期第 2四半期（累計）個別業績予想と実績値の差異（平成 23年 4月 1日～平成 23年 9月 30日）

売 上 高 営業利 益 経常利 益 四半期純利益
１ 株 当 た り

四 半 期 純 利 益

前回発表予想（Ａ）

百万円

8,400

百万円

△200

百万円

△120

百万円

150

円　銭

10.19

実績値（Ｂ） 8,340 △200 △100 220 14.96

増 減 額（Ｂ－Ａ） △60 0 20 70 ─

増 減 率（％） △0.7 ─ ─ 46.7 ─

（ご参考）前期第2四半期実績

（平成23年3月期第2四半期）
9,033 304 351 467 30.82

４．平成 24年 3月期通期個別業績予想数値の修正（平成 23年 4月 1日～平成 24年 3月 31日）

売 上 高 営業利 益 経常利 益 当期純利益
１ 株 当 た り

当 期 純 利 益

前回発表予想（Ａ）

百万円

17,900
百万円

 0
百万円

200
百万円

150
円　銭

10.00

今回修正予想（Ｂ） 19,400 300 540 600 40.79

増 減 額（Ｂ－Ａ） 1,500 300 340 450 ─

増 減 率（％） 8.4 ─ 170.0 300.0 ─

（ご参考）前期実績

（平成23年3月期）
18,087 425 519 418 27.90

５．差異および修正の理由

　平成 24年３月期の第２四半期累計期間の連結業績予想につきましては、当社グループによる原価低減活動

の推進および持分法による投資利益の増加により営業利益・経常利益は予想を上回り、四半期純利益につきま

しても繰延税金資産（327百万円）の計上もあり、予想を上回る見込みとなりました。

個別業績予想につきましても、同様の繰延税金資産の計上により、予想を上回る見込みとなりました。

　また通期につきましては売上高の増加および繰延税金資産の計上により営業利益・経常利益・当期純利益の

増加となるため、上記のとおり修正いたします。

※上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素

を含んでおります。実際の業績等は、業況の変化等により、上記予想と異なる場合があります。

以　上


